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もやもや雲が
すっかり晴れて

ぽんと飛ぶロケット
みんなの未来に

届いたかな？

今年度の帰還困難区域への一時立入りにつ
いては、４月２４日から、特定月及び月・火
曜日を除き、一世帯当たり月一回を限度に立
入りを実施しています。
お盆時期の一時立入りについては、８月８

日から８月２５日の期間に実施しました。
なお、４月２４日から８月２５日までに、

延べ１１，１３１世帯、そのうちお盆時期は
２，６６９世帯が一時立入りを実施しました。
９月の一時立入りについては、１日（日）

から従前どおり実施します。

■ ２５年度のお盆期間の特例宿泊
の結果

帰宅困難区域への一時立入りの受付については、「一時立入り受付コールセンターに

関するお知らせ」のホームージをご覧ください。 http://www.ichijitachiiri.com/

現在南相馬市鹿島区の仮設校舎で学んでいる小
高区小、中５校の在校生と市外へ避難している子ど
もたちが集まり賑わった、小高区５校ＰＴＡの夏祭り
交流会（８／２４鹿島区）。

自作の水ロケットを青空高く元気に打ち上げました。

【８月の一時立入りの実績（日別）】

今年度のお盆期間の特例宿泊については、
８月１０日から８月１８日までの９日間、
避難指示解除準備区域及び居住制限区域
（南相馬市（原町区）、飯館村、川俣町、
川内村、葛尾村）において実施しました。

【 特 例 宿 泊 の 結 果 概 要 】

帰還困難区域への一時立入りの実施状況
とお盆期間の特例宿泊の結果について

■ ２５年度の帰宅困難区域への
一時立入りの実施状況

■暮らし関連３

「工場を動かす

音で町に活気を

取り戻したい!」

■暮らし関連２

「自分に向いている

仕事を普段どおり

するだけです」

■暮らし関連４

浜通り等を賑わす

夏祭り特集！

市町村名 宿泊世帯数 宿泊者数

南相馬市 ７０世帯 ２８８人

飯 舘 村 ８４世帯 ２１８人

川 俣 町 ３７世帯 １１０人

川 内 村 ２２世帯 ５６人

葛 尾 村 １７世帯 ５５人

合 計 ２３０世帯 ７２７人



暮らし関連情報

「自分に向いている仕事を
普段どおりするだけです

◆◇株式会社叶屋（浪江町）◇◆

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆

店内には、町中ではまだ数少ない自動販売機で、冷たい飲みものも置いてあります。
浪江町にお越しの際には、是非、当店にお立ち寄りください。

２ ふれあいニュースレター第31号

苦労は考えないようにしています。考え込まない方がい
い。 町に人が戻ってくるようになれば、何とかなると思っ
ています。

普段どおり日常生活を過ごせるようにするためにも、下
水道の復旧を一日も早く実現してほしいですね。

株式会社叶屋 代表取締役社長 叶 経道さん（中央）
社員の皆様

」

株式会社叶屋

●浪江ＳＳ 福島県双葉郡浪江町権現堂字新町80 営業時間 8:00～17:00
●セルフなみえ 福島県双葉郡浪江町川添字蔵西47-1 営業時間 9:00～16:00

「よく営業再開の意気込みとして格好良いセリフを求められるのですが、営業できるようになったから再開す
るだけ、ＹｅｓかＮｏか、やれることをやるだけです。」株式会社叶屋の叶経道社長はそう語られた上で、浪江
町で昔から営業していた２箇所のガソリンスタントを社員８人で再開させるまでの状況を振り返られました。

浪江ＳＳの地下タンクは
設置後４０年経っていて地
震の影響が懸念されました
が、国の補助金で新品に交
換できたので助かりました。
ただ、当初補助金の適用期
間が震災後１年間と短かっ
たので、石油組合の専務理
事と一緒に東京にまで運用
の改善にお願いに行きまし

産廃処理が進んでいないためどかすこともできず、
結果、除染が進まないとのことです。これはなんと
かならないでしょうか。また、事業再開のための国
の補助金がいろいろありますが、商店等の個人経営
者には制度的に利用しにくく、申請手続も面倒で使
いづらい。こうした点、早く改善しないと、同業者
もやる気をなくしてしまいます。」
「ただ、いつまでも悩んでいても仕方がないので、
自分としては、やることをやるだけです。浪江町は、
避難先と比べて生活インフラが歩いていけるほど近
くに整っていてとても住みやすい環境でした。戻れ
る戻れないというのは人の考え方が違うからどうし
ようもないと思いますが、住みやすかった浪江で、
普段どおり生活ができる環境を、一日も早く整えて
ほしいと思います。」と叶社長は浪江町の復旧につ
いて期待を寄せられました。

(株)叶屋
セルフなみえ

国道6号
浪江駅

浪江役場

知命寺
交差点国道114号

一番手前の給油機
が点検中ですが営
業しています！

「震災直後も何とかガソリ
ンは確保できたので営業を
続けたかったのですが、避
難指示が出たので止むを得
ず店を閉めました。その後
も早く営業再開しようと、
１年前から補修の作業を地
元の業者にお願いしていた
のですが、町の区域見直し
が完了するまで随分待たさ
れ、結局再開したのはこの
７月です。

た。その甲斐もあってか原子力被災地域には無期限の適用が認められることになり、無事活用することができま
した。タンクの中のガソリンは、全部抜き取って品質検査をしてもらいましたが、無事ＯＫが出ました。」

「当社は元々地元の事業者等への配達が主な業務だったので、早く他の事業者にも営業再開してもらいたいの
ですが、なかなか難しい状況です。南相馬で仮営業している事業者の話では、浪江に戻って本格的に営業再開し
たいと思って除染をしようにも、事業所に残された製品の線量が高くなっていて、処分するしかないのですが、

笑顔で迅速に給油中！



暮らし関連情報

「工場を動かす音で
町に活気を取り戻したい!」

◆◇日化ボード株式会社（浪江町）◇◆

ふれあいニュースレター第31号 ３

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆

当社製品の「木毛ボード」は、軽量、丈夫で、耐火性、保温性に優れた建材です。多
孔質（ポーラス）構造なので、ひょっとして今復興の妨げになっている汚染水が沿岸に
流れても、この材料を改良して放射性物質を吸着して除去できるのでは、などという商
品開発構想を日々練っています。地元の事業者が、そういう問題意識で事業をすること
に意味があると思っています。ともに
復興に向けて頑張りましょう。

営業時間は8:30～17:00 ※土日定休日
連絡先：0240-35-2546

「事故から１ヶ月後に、
外国製の線量計を手に入
れて工場に戻り、線量を
計ったところ、それほど
高くなく、これならやれ
ると、５月には従業員を
集めて、２年以内に再開
すると説明をしました。
しかし、再開の前提とな
る区域の見直しが遅々と
して進まず、延々待たさ
れました。２年経って何
とか再開できましたが、
あと１年止まっていたら、
プラントは完全にダメに
なっていました。
区域再編前の３月１日

から、公益立入で入って、
９時から４時までの制限
の中、再開の準備を進め、
４月からは、立ち入れる
時間も延びて、この７月
にやっと再開できました。

「戻ってきた当初は、まったく音が聞こえて来なく
ておかしな気分になりました。実は、工場を動か
す音でうるさくしてやろうと思ったのも、操業再開
のきっかけの一つです。次第に、巡回するパト
カーの音、住民の方々が草刈りにはげむ音が聞
こえるようになり、少しずつ復興を感じています。」

日化ボード株式会社
代表取締役 朝田 英信さん

「これだけのプラント、とてもよそには移せない。ここでやるしかない。
それが事業再開を決めた理由です。」浪江町で建材製造業の日化ボード株
式会社を営む朝田英信代表は、現地での営業再開のきっかけについてこの
ように述べられました。

地震に耐えた大きな製造設備

奥まで長く伸びる製造ライン

チームワーク重視の少数精鋭社員

製品ボードの天日乾燥用設備

今も予想外の場所が故障するので、修理しては稼働の繰り返しです。」
「私と７月に新規に雇用した３人を含め、総勢９人で操業しています。

震災前と比べると、製品出荷のペースは４割程度、週１回しか動かせない
状況です。今期は建材の需要のピークである秋には本格操業は間に合いそ
うもありません。ただ、急いではダメ、今はガマンのときです。人数が少
ない分チームワークを大切にして、職場の雰囲気をよくしていこうと思い
ます。社員とのコミュニケーションを取るのは、元々苦手だったのですが、
毎日１人１人の顔を見て様子を確認しています。人間関係が全てです。」
「国には、常磐道全線開通を、通勤、物流の観点から是非早期にお願い

したい。また、設備投資に国の補助金を利用したいのですが、要件が実態
にあっておらず、利用しにくいと感じます。申請書類が多いのもハードル
を上げています。復旧・復興に大事なのはスピードです。利用者の目線に
立った制度改善を何とかしてもらいたいです。」
「仕事というのは、生活の一部、生きていることの証です。仕事がない

のはつらいです。自分や社員も事業を再開するとなったらつらい復旧作業
も黙々とこなしていました。みんな仕事ができることが嬉しかったのだと
思います。」と、復興における雇用の確保の重要性を朝田さんは強調され
ていました。



楢葉町

富岡町

大熊町

双葉町

南相馬市

浪江町
葛尾村

田村市

飯舘村

川俣町

川内村

広野町

発行 政府原子力被災者生活支援チーム
４ ふれあいニュースレター第31号

「ふれあいニュースレター」バックナンバーのご案内
過去の「ふれあいニュースレターにつきましては、以下のアドレスよりご覧いただくことが可能です。ぜひご覧ください。

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html

この夏、町の、村の絆を確かめる楽しい夏祭りが各地で開催されました！
皆さんの笑顔が、熱気が、記録的な夏の暑さを吹き飛ばしました！

暮らし関連情報

浜通り等を賑わす夏祭り特集！

【飯舘村】８／１５開催
松川第一・第二合同盆踊り大会
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【富岡町】８／７開催
富岡町小･中･高校生「再会の集い」（郡山市）

【双葉町】８／１４開催
白河市の双葉町民の盆踊り

【浪江町】８／１５開催
「ふるさと浪江」歌と踊り（本宮市）
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【南相馬市】８／２４開催
小高区５校ＰＴＡの夏祭り交流会
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【南相馬市】８／１５開催
小高の火祭り
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